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１．線形モデル出⼒機能 Ver1.1.0 

 新機能：線形座標値のみで路⾯座標のスケルトンモデルの出⼒を可能とした 
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２．横構モデル出⼒機能改良 Ver1.1.0 

 ガセットの⼊⼒が無くても横構ブレースの 3D モデルだけを作成する事ができるように
なりました。 

従来 ：ブレースの先端にガセット⼊⼒が必須であった 
新機能：ブレースの先端にガセット⼊⼒がなくてもブレース 3D を出⼒可能とした 
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３．検査路モデル作成機能改良 Ver1.1.0 

 受台の⼊⼒が無くても検査路のモデルを作成する事ができるようになりました。 
従来 ：検査路本体の出⼒には受台の⼊⼒が必須であった 
新機能：受台の⼊⼒なしで検査路本体 3D を出⼒可能とした 

※受台⾼さ、受台位置の⼊⼒は必須です 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．ダイヤフラム補強リブの幅変化対応 Ver1.1.1 

 従来 ：幅変化が未対応であった 
 新機能：幅変化の⼊⼒を可能とした 

   ※幅が変化する場合は“/”で区切って外⾯（横桁側）、内⾯の順に⼊⼒ 
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５．横リブの上ウェブ幅の左右変化対応 Ver1.1.1 

 従来 ：箱桁横リブの左右⾼さは⼀定のみ対応していた 
 新機能：箱桁横リブの左右⾼さを変更できるようになった 

※“/”で区切って、左幅、右幅の順に⼊⼒ 
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６．ベースプレート位置の補剛材配置機能 Ver1.1.1 

 従来 ：ベースプレートと補剛材位置が⼆重⼊⼒となっていた 
新機能：ベースプレートと補剛材を⼀か所で⼊⼒可能とした 
 

①ベースプレート補剛材左位置にジャッキアップ補剛材代表番号をセット、②鈑桁のみ有効 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

8 
 

 

７．主桁⽔平補剛材の配置タイプ追加 Ver1.1.1 

 新機能：上 2 段＋下 1 段、上 1 段＋下 2 段の配置ケースを新規対応した 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８．横桁⽔平補剛材の離れ⾃動決定機能追加 Ver1.1.1 

 新機能：横桁⽔平補剛材の離れ距離の初期設定⼊⼒を新規追加した 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 

9 
 

 

９．排⽔縦引き管の⽀持⾦具配置機能追加 Ver1.1.5 

 新機能：排⽔縦引きで異なるウェブで同時に⽔平⾦具の⼊⼒を可能にした 
 

例：側縦桁と主桁ウェブ両⽅に⽀持⾦具が取り付く場合（下図） 
①ウェブラインに側縦桁ライン、下端側ラインに主桁ウェブラインを指⽰する 
②側縦桁ではウェブ上端からの⽀持⾦具⾼さを、 

主桁側ではウェブ下端側からの⽀持⾦具取り付け⾼さをマイナスで⼊⼒する 
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１０．検査路⼿摺張り出し⻑⼊⼒機能追加 Ver1.2.0 

新機能：左右⼿摺の⼿前側、向う側それぞれで⼊⼒ができようにした 
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１１．主桁ウェブステップ配置機能追加 Ver.1.2.0 

 新機能：主桁ウェブにステップの設定を可能とした 
※主桁ウェブ開⼝データとセットで配置 
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１２．検査路 U ボルト、⽀柱上端のカット追加 Ver1.2.0 

 新機能：検査路の U ボルト出⼒と⽀柱カット出⼒を対応可能とした 
①材料データで追加、②U ボルトはリリースバージョンでは M10 固定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３．桁端切り⽋き機能追加 Ver1.2.0 

 従来 ：ウェブのみの切り⽋きに対応していた 
 新機能：ウェブと下フランジを切り⽋きに対応可能とした 
 （注意）リリースバージョンでは下フランジの材料データには切り⽋きが未対応 

鈑桁⼊⼒例→切り⽋きの 2 倍のサイズの開⼝をウェブ下端に配置 
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 箱桁⼊⼒例→ 
 ①２つの開⼝を組み合わせて段差のある開⼝をモデル化、②左右ウェブにセットで配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

7 番開⼝ 

8 番開⼝ 



 

14 
 

 

１４．主桁ウェブ上縁桁⾼変化 Ver1.2.0 

 従来 ：桁⾼変化はウェブ下縁のみであった 
新機能：主桁ウェブ上縁側の桁⾼変化に対応しました 

  
①ハンチデータウェブ上縁の位置をコントロール、②変化点ではナックルの指⽰、③変化点はナックル

データで設定、④ナックル位置は標準でウェブ下縁のためこれを解除 
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１５．建築限界モデル出⼒機能 Ver1.2.0 

 新機能：路⾯上に建築限界のサーフェスモデルを出⼒機能を追加とした 
 

※路⾯ラインと⾼さ、カット両のパラメータを設定して建築限界モデルを作成 
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